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鷲山茂雄 博士学位請求論文 
「源氏物語の語りと主題」 審査要旨 
 
本論文は、博士学位請求者の鷲山茂雄氏が、1970年代から今日にいたるまでに蓄積してきた『源
氏物語』に関する研究の成果をまとめたものである。既に学会誌・紀要等に掲載された諸論文、
またかつて刊行された氏の著書（単著）の一部分などをもとにしているものの、いずれの論考も、
本論文全体の体系性を考慮しつつ、きわめて念入りに書き改められている。結果、400 字詰原稿
用紙に換算して 1200枚を優に超える書き下ろし論文としてまとめられた。 
論文題目が示しているように、本論文は、『源氏物語』の「語り」文の特質などに関する分析・
検討をふまえた上で、全 54帖に及ぶ『源氏物語』の全体にわたり、その主題を明らかにしてゆこ
うとするものである。論文は五つの章から成っており、さらにそれらをはさむ形で序章と終章と
がおかれている。 
本論文の基本的な方針は、序章においてかなり明確に示されている。まず確認されるのは、『源
氏物語』を「読む」ことが「遊び」にほかならないこと、そして「遊び」にはルールがあり、そ
のルールを見定めるのが学問的営為にあたるということである。これは、鷲山氏の『源氏物語』
研究における最大の特長といえよう。『源氏物語』の研究史に照らしてみて、この特長は重要な意
味をもつ。中世の古注釈以来、現代にいたるまで、少なからぬ注釈者・研究者たちは、『源氏物語』
が本来的に有している娯楽性を看過しがちであったからである。たとえば、1970年代以降の『源
氏物語』研究を例にした場合、本文の精緻な〈読み〉が開拓される過程で、物語世界、あるいは
作中の人物たちをあまりにも真面目に、あるいは窮屈にとらえすぎるような傾向がみられると鷲
山氏はいう。そのような批判的見地から、あらためて物語の本来的な「作り方」「作られ方」、そ
して「読まれ方」を探ってゆくのが本論文である。 
本論文における基礎論とみなされるのが、「第一章 『源氏物語』の「語り」の論」である。２
つの節からなるこの章では、古注釈以来の先行研究に目配りしつつ、たとえば、『源氏物語』本文
のすべてが「語り手」によって「語られた物語」であること、それゆえに「地の文」なるものは、
この物語にあっては存在し得ない、という画期的な認識が示される。また、この物語が「語り」
「語り手」などの機能を方法化していることを認識した上で物語内容を分析・検討することの重
要性が確認される。これらの観点を導入することで、『源氏物語』の「作り方」「作られ方」の様
相がとらえられることになった。 
このような基礎論をふまえて、第二章以下の論述が展開される。「第二章 『源氏物語』の「作
り方」「作られ方」」は１１の節、及び３つの付節から成る。この章は、『源氏物語』の三部構成説
でいえば、「藤裏葉」巻（第 33帖）までの「第一部」を対象とする。鷲山氏は、これを光源氏の
栄華獲得の過程を描くことに最終目的が置かれた物語ととらえる。そして、たとえば「語り手」
のもつ「情報」の問題、また「知る者」と「知らぬ者」との関係構造などに着目して、物語の「作
られ方」を明らかにしてゆくのである。また、特に「読み手」がどのような「情報」を得ている
のか、といったことも大いに問題にされている。そういう意味では、『源氏物語』の読者論的な性
格をもあわせもっているといえよう。 
つづく「第三章 光源氏晩年の物語の分析」は、三部構成説にいうところの「第二部」、すなわ
ち「若菜上」～「幻」巻に関する議論であり、２つの節から成る。特に、この光源氏晩年の物語
にあって、「自身の生亡き後に残される者たちがいかに生きてゆくのか」ということに思いを致す、
そうした姿がさまざまに語られている点が重視される。それは、つづく「第四章 宇治十帖主題
論」にも連続してゆく視座といえよう。 
全部で 6つの節から成る第四章が対象とするのは、「第三部」または「続篇」と呼ばれる光源氏
死後の物語である。鷲山氏は、第三部の複雑にして多岐にわたる物語について、この世に残され
た者たちが、この世に残して行った者たちを常に意識し、それぞれの関わり合いを確認するよう
なものになっているととらえる。そして、特に「宇治十帖」については、この世に自身を残して
行った者たちとの繋がりを意識的に求める作中人物・薫を軸に据えた読み解きが示される。 
さらに「第五章 「夢の浮橋」考」は、『源氏物語』の最終巻「夢の浮橋」の巻名に古来「法
のり
の
師」という異名があることから、この最終の物語の主題を探ろうとする論である。 
以上、本論文の主要な箇所を中心におさえてきた。「語り」の重要性に着目し、そのありようと
物語の作られ方との相関関係をおさえつつ、他の論者が陥りがちな真面目すぎる〈読み〉とは一
線を画して、物語が本来的にもっている娯楽性を再評価する本論文は、今日の『源氏物語』研究
の中でも貴重な成果といえよう。なお、1990 年代以降、今世紀に入って、『源氏物語』の研究、
特に「語り」をめぐる議論、また「主題」に関するさまざまな議論はよりいっそう多様化してい
る。本論文の礎稿となった諸論考も、そうした研究状況と密接にリンクし、特に幾つかの論考は、
90年代以降の新たな研究の視座を領導するような役割をも果たしてきた。あえて欲をいえば、現
在の最も新しい議論との関係がよりいっそう明確にされるのが望ましいとおもわれた。また、54
帖の長篇物語全体に照らした場合、第三章の第二部論が若干手薄であるとの感は否めない。しか
し、特に前者の問題点は、むしろ本論文の成果を受けとめる、後続の研究者たちの課題というこ
とになろう。いずれにせよ、本論文が『源氏物語』に関するさまざまな研究の中で独自の価値を
もつことは確かであるし、他の諸研究に対する批判としても貴重であろう。 
よって、ここに本論文が「博士（文学）」の学位を受けるに値するものであることを認定する。 
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